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栃の木のように 深く根を張り 幹太く 枝葉豊かな人 須坂市立小山小学校

今日で長い二学期が終了しました。
よいお正月をお迎えください。

今日で８３日間の長い二学期が終了しました。始業式は暑い「夏」でしたが、実り多き

「秋」を通り越して、今日の終業式はもう寒い「冬」です。始業式では、校長先生から本

物は続く。続けると本物になる。」という話をしていただきましたが、子ども達にとって

本物になったことがたくさんあった二学期だったことと思います。

二学期には多くの行事があり、その一つひとつの行事を通して、成長することが多かっ

たと思います。二学期に培った力を三学期に活かしていってくれることを期待しています。

元日には、１２月までの自分を振り返り、自分をしっかり見つめ、今年の目標を決め、

よい年をスタートさせましょう。「１月６日（金）の３学期始業式にみんな

の元気な顔で会える」のを冬休みの約束としたいと思います。

最後に、二学期も保護者の皆様には小山小学校の教育活動にご理解と

ご協力いただき本当に感謝しています。よいお正月をお迎えください。

≪二学期終業式(１２月２３日) 学校長のお話より≫

【２学期 終業式】

「栃の木のように 深く根を張り 幹
太く 枝葉豊かな人」 ２年生、5年生のみなさん

すばらしい発表を
ありがとうございました

２学期（８３日間）

マラソン大会 とちのこ祭
たくさんの行事・学習

音楽発表会 とちのこ班
遠足・社会見学 焼きいも大会

６年生は、卒業に向けて
修学旅行 後期児童会

二学期始業式で

本物（ほんもの）は続(つづ）く

続（つづ）けると本物になる

小山小学校の２学期をふり返る

１ 心も体もたくましい子ども
２ 人やものを大切にする子ども

３ よく考える子ども
ひと もの こと にふれながら体全体で
考える学習

ひと もの ことにふれながら体全体で
考える学習



素晴らしい音色が響き合った音楽発表会
１０月２８日（金）に、今年の音楽発表会がありました。当初は、東組と西組に分かれ

ての二部構成の予定でしたが、感染状況を鑑みて三部構成にいたしました。座席の間隔も

しっかり取り、換気も行い、十分な感染対策を行いながら実施しました。

限られた練習の中、普段の音楽の学習をもとにした発表としました。どの学級・学年も

工夫が凝らされており、素晴らしい演奏ばかりでした。

来年度は、ぜひ全校で集まって音楽会ができることを願っています。

≪校長先生のお話≫

１年生にとっては初めての、６年生にとっては小学校生活最後の音楽発表会が終わりました。

コロナ感染予防の中、今年は３部構成にしました。第１部は、１年生から４年生の東組さん。第

２部は１年生から４年生までの西組さん。第３部は５・６年生と合唱部の皆さんで発表してもらい

ました。

それぞれの学級・学年の素晴らしいハーモニーが、聴いている人に多くの感動と元気を与えてく

れました。

みなさんが歌った曲、奏でた曲には伝えたいことがあります。そして、それぞれの曲には伝える

力もあります。聴いている人に伝えたい。必ず伝わると信じて、みなさんは、今日まで、音楽の時

間の中で、１つの音にこだわり曲を創ってきたはずです。私の音、あなたの音、ひとつひとつ大切

な音が重なり合って、今日の響き合いが生まれたのです。体育館には、まだ、その余韻が残ってい

ます。

１つの曲を学級・学年で創り上げてきたことは、実は、みなさんの心をひとつにしてきたことな

のです。音楽の力って本当にすごいですね。

今日みなさんは、合唱や合奏を通してみなさんが持っている明るさや楽しさ、やさしさや思いやり

を、会場に来てくださった全ての方々に伝えてくれました。

コロナ禍でも、できることを考えながら工夫し、今日全校による発表会ができたことに大きな価

値があります。

きっと緊張もあったでしょう。先生も含め、みなさんの真剣な顔。みんなとってもかっこよかっ

たです。１年生から６年生まで聴く姿勢もかっこよかったです。

全校の「みんなのとちの木」ではじまり６年生の「剣の舞」で幕を閉じた今日の小山小学校音楽

発表会は、小山小学校１４９年目の歴史の１ページを確かに刻みました。

みなさんが頑張れたのは友だちがいたからです。お互いの頑張りにもう一度、友だちの顔を見て、

先生の顔を見て拍手をしましょう。もう一つ、今日まで指導してくれた小林理恵先生に、心を込め

正月の正

一 止

辞書で引くとすると「何ヘン」で引
くと思いますか？

〈正〉という字は、
「一に止まる」という
ことです。
「一を守る」それが
〈正〉です。

＋
とめるいち

正月の正
一 一とはなんでしょう。

一とは原点、
一とは自分、
一とはこのわたしです。

正月の正

正
そうすると、お正月とは・・・
自分が自分の原点に立ち帰る月、
自分が自分になる月、です。

やくそく

１月６日（３学期 始業式）
みんな、元気な顔で会いましょう

よいお正月を
お迎えください

お わ り

2023年
1月1日(元日）

元日には、12月までの自分をふりかえり、
自分をしっかり見つめ、今年の目標を決め
良い年をスタートさせましょう。

3学期の始業式でみなさんの新しい年の
目標を聞かせてください。



た感謝の拍手を送りましょう。教室にいる皆さんは体育館に届くくらいの拍手をお願いします。体

育館の中はもちろん、体育館までたくさんの拍手が確かに聞こえてきました。ありがとう。

参観していただいた保護者の皆様、本日はありがとうございました。子どもたちの演奏はどうだっ

たでしょうか。どうぞ、お子さんやお孫さんの演奏をほめてあげてください。

今後とも小山小学校へのご協力ご支援をよろしくお願いいたします。

全校の皆さん、素晴らしい音楽発表会を創り上げてくれて本当にありがとうございました。終わり

ます。

１年東組 １年西組 ２年東組

２年西組 ３年東組 ３年西組

４年東組 ４年西組 ５年東組

５年西組 ６年(合唱) ６年(合奏)

学芸委員会 合唱団 合唱団



≪なかよし月間 １１月９日（水）校長講話≫

１月のおもな行事予定
１月 ６日（金) 三学期始業式 ４時間授業 下校１４：２０

１７日(火) スクールカウンセラー来校日

２０日(金) スキー教室(４～６年) 学年費振替日

２３日(月) 縦割り清掃③(～２月３日)

３１日(火) 立会演説会・投票(３年生参加：６時間授業）

校長講話
「白い虫と黒い虫」

令和４年11月９日

やるときはやる小山っ子
音楽発表会

「秋のなかよし月間」

11月1日～11月30日

たった一言が

人の心をきずつける

たった一言が

人の心をあたためる

「黒い虫 と 白い虫」

人の心の中にかならず
いる虫です。

黒い虫、白い虫って何？

黒い虫

・多くの人の前で人をばかにする心
・欲深く、人のもっているものがほしく
なる心

・人をいじめたり、仲間はずしをする心
・思い通りにいかないとケンカをしたく
なる心

どんな言葉に変身して出てくるのかな？

黒い虫

・君が遅いから、ぼくたちのチームは負け
たんだ。お前のせいだ。

・向こうへ行け！こっちへ来るな！

・さいあくだ、さいていだ、ぜっこうだ！

・うざい、ばか、くそ・・・

白い虫

・友だちの話を聞いて自分で正しいことに
気づく心

・友だちの姿をみて自分から正しいことに
気づく心

・友だちのために何かをしようとする心
・友だちを幸せな気持ちにしようとする心

言われて嬉しい、心が温かくなる
白い虫の変身言葉を考えてみましょう。

白い虫

・ドンマイ。だいじょうぶだよ。
・がんばれ。すごいね。

・だいじょうぶ。どうしたの？

・いっしょにあそぼう。いっしょに帰ろうよ。

・お友だちだよ。お友だちになろうよ。

・よろしくね。・なかよくしよう。

・ごめんね。ありがとう。

・おはよう。ばいばい。

「たった一言」、その一言で相手の人の
心を傷つけもし、「たった一言」が相手
の人の心を温かい気持ちにしてくれる。

黒い虫に負けない強い自分になるために、
心の中の白い虫をたくさん育てていきま
しょう。

みんなの心の白い虫がふえれば、きっと
学校中、みんなの心が温かくなるような
言葉があふれてきますよ。 おしまい


